
　先月までの2回では、うつ病にスポットをあてて「気づく」視点や医療機関に「つなぐ」重要性につい
てお話ししてきました。そして今回は、悩む本人や、家族・職場など周囲の人を「支える」ことについて
がテーマです。

　自殺の背後には、うつ病が潜んでいることが多いといわれます。自殺の危険性の高い人の大多数は
「自分が抱えている問題に対する答えは自殺しかない」といった狭い考え方に追いやられています。これ
を専門的な言葉で「心理的視野狭窄」といいます。
　社会的・家庭的問題や健康面の問題などをひとりで抱え込み、頑張りすぎ、我慢しすぎてうつ病を発
症し、心理的視野狭窄に陥っていると考えられます。

①接種を希望する医療機関に電話で予約してください。実施医療機関、接種回数など

詳しくは、チラシ、ホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。

②予防接種についての説明書をよく読んでください。

③ワクチン接種の際に、保護者が予診票に責任をもって記入し、持参して

　ください。

④母子健康手帳を持参し、予防接種の記録をしてください。　　

　どうしてよいかわからない時は、プライバシーが守られる専門機関に相談することも選択肢に入れ
てみてください。もし、具体的に解決が難しい問題を抱えていたとしても、誰かに苦しみを話し、聞い
てもらうことで心が回復に向かい、難題解決の糸口が考えられるようになります。

　今回、国のワクチン接種緊急促進事業の開始により、ヒブワクチン（ヘモフィルスインフルエンザ菌ｂ型ワクチ

ン）、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチン（ヒトパピローマウィルスワクチン）の予防接種に助成を

行います。平成23年2月1日から適用になり、接種費用を全額助成します。
　これらの予防接種は定期接種ではなく接種者の保護者の希望により、接種を受けるもの（任意接種）
であり、法律上の義務ではありません。

お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ！お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ！お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ！

　　　　武蔵保健福祉センター　☎0978－68－1184　　安岐総合支所　地域市民健康課　☎0978－67－1114国東保健センター　☎0978－73－2450　　国見総合支所　地域市民健康課　☎0978－82－1112

※悩みや症状を抱える本人だけでなく、その家族や職場の方からの相談も可能です。

市外医療機関については、下記にお問い合わせください。

「普及・啓発活動」「普及・啓発活動」

　うつ病等にかかっている人が抵抗なく受診がで
きるようにするためには、住民全体がストレスやう
つに対する正しい知識をもつことが必要です。
　国東市でも今後、研修会やチラシの配布などたく
さんの機会を通じて普及啓発に努めていきます。

「こころの健康　ネットワーク会議」の開催「こころの健康　ネットワーク会議」の開催

　自殺やこころの問題に携わる、保健、医療、福
祉、警察、消防の関係者等が集まり、早期発見や
事後フォローがしっかりとできるネットワークづ
くりについて考えています。
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【市の取り組み紹介】

★Ｈｉｂ（ヒブ）ワクチン　★小児用肺炎球菌ワクチン   接種対象者：生後2カ月～5歳未満の児
日本では、年間約1，000人の子どもたちが細菌性髄膜炎にかかっていると推定されます。その6割がインフル
エンザ菌ｂ型（Hib),約3割が肺炎球菌によるもので、そのうち約5％が死亡、約20％が後遺症を引き起こすとい
われています。この2つのワクチンは、接種することで、細菌性髄膜炎の約9割が予防できるといわれています。

★Ｈｉｂ（ヒブ）ワクチン　★小児用肺炎球菌ワクチン   接種対象者：生後2カ月～5歳未満の児

子宮頸がんとは、子宮口の入り口（頸部）にできるがんで、年間約15，000人が発症し、約3，500人が死亡してい
ます。また、20歳代から30歳代の女性に発症するがんの第1位となっています。子宮頸がんの原因は主にヒトパ
ピローマウィルス（以下HPVといいます）による感染と言われ、その中でもHPV「16型」と「18型」が発症原因全
体の7割を占めています。このワクチンは、この2つの型の感染を予防しHPVの感染等を予防する効果があると
いわれています。

★子宮頸がん予防ワクチン　接種対象者：22年度はH6.4.2～H7.4.1生まれの女子を対象★子宮頸がん予防ワクチン　接種対象者：22年度はH6.4.2～H7.4.1生まれの女子を対象

＜予防接種の受け方＞＜予防接種の受け方＞

うつ・自殺予防について3回シリーズの最終回

■うつは「心理的視野狭窄」の最大の原因です。

まず、誰かに話してみませんか？

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン接種の
助成が始まります

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン接種の
助成が始まります

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン接種の
助成が始まります ひとりで

悩まないで!!

あなたのこころの健康づくりあなたのこころの健康づくり

あなたは、一人じゃない！！あなたは、一人じゃない！！

気づく つなぐ 支える気づく つなぐ 支える

★国東市役所　市民健康課（国東保健センター） ☎0978－73－2450
★東部保健所　国東保健部 ☎0978－72－1127
★大分県こころとからだの相談支援センター（こころの電話） ☎097－542－0878
★大分いのちの電話（年中無休24時間対応） ☎097－536－4343
★法テラス（コールセンター）多重債務等、法的トラブルについて ☎0570－078374
★シルバー110番（高齢者やその家族の様々な悩み） ☎097－558－7788

～こころの健康を守り、ゆっくリズムの国東市をめざします～～こころの健康を守り、ゆっくリズムの国東市をめざします～
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